問いの①
　世の中にはさまざまな宗教がある。宗教は何　故生まれるのか。何故仏教でなければならな　いのか。
一、この問いを掲げたねらい　
　　仏教が世に出現せねばならなかった課題とは何かを明らかにしたい。そのことは、取　　りもなおさず自らの現在位置を見定めることでもある。
二、さまざまな意見    話し合いのヒント
　ア悩みや苦しみから逃れたいという願望や、死への恐れと寂しさを慰めるために、人間　　が作りだした観念に過ぎないのではないか。
　イ生きている以上、誰にでも不安や苦しみ悩みはあろう。それをどうするかの基準とし　　て、宗教は必要である。
　ウ人間の心ほど恐ろしいものはない。大義名分を掲げての戦争も、環境破壊も臓器売買　　も、人間の心が生んだものだ。宗教がなかったらこの世は闇ではないか。
　エ人は必ず何かに頼る。何かを基準として生きていく。そのために宗教が必要だ。
　オ私にとっては、宗教は生きていく上で何の役にも立っていない。
　・人は自分の意思と力だけで生きているものではない。神仏を崇めるのは当然だし、幸　　せを祈る気持ちは誰にでもあるのではないか。
　・言い方は違っていても、悪いことをするなということを、教えるためではないか。
　・いつまでも元気に生きていけるものではない以上、かけがえのない一日一日を、どう　　受けとめて生きるのかは、誰にとっても一番の問題であるからではないか。
　・こころを豊かにする。人間の思い上がりを歯止めする点では、どの宗教も同じではな    いか。
三、話し合いを深めるために
　　　仏教が、単に仏の教えというのみでなく、見出された真理という意味で「法」と呼　　ばれる意味を考えてみましょう。
　　　仏教においては、私たちが「迷いの凡夫」と呼ばれることの意味を考えてみましょ　　う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔参考〕
	　〇生死
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　〇なぜ宗教か、なぜ仏教か、なぜ浄土真宗なのか
　　・生老病死の「苦」ゆえに宗教は生まれる。「苦」という症状の背後に隠れている無　　　明煩悩の病こそが問題。
　　・「苦」は憂悲苦悩悶と表現され、四苦八苦（生・老・病・死・愛別離・怨憎会・求　　　不得・五薀盛苦）と示され、三苦（苦苦・壊苦・行苦）と表される。一切皆苦とい　　　うときの苦はままならぬ（不如意）の義とされる。
　　・その解決の道は、的確な診断に譬えられる如実智見によらねばならず、縁起の法を　　　を明らかにする仏法よりほかはない。
　　・原始仏教の一般定型句として次の一文がある。
　　　「凡そ無常なるものは苦であり、苦なるものは無我である。無我なるものは、これ　　　はわたくしのもの、わたくし、わたくしの我ではない」相応部三－二二頁等
　　　※無常なる現実は、わが意のままにはならないという事実を語っている。わが意の　　　ままにならないという事実は、不滅の霊魂、わがたましいを論ずることの無意味で　　　あることを教えているということ。「仏法は事実の教え」といわれる所以である。　　　要するに無常の事実が教えているものを如何に学び取るかということが出発点であ　　　ることがわかる。
　　・その仏法の中でも病人の体質に適した時機相応の治療ともいうべき本願念仏の妙薬　　　でなくてはならない。そこに、凡夫の苦悩を引き受けて、語りかけた如来の真実が　　　ある。真宗は「真実の教え」である。
　〇仏教の特色　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・仏法は「生死出ずべき道」と押さえられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・生死の空しさを越える真実（弥陀の誓願）に遇う道。　　　　　　　　　　　　　　　・慈悲と智慧の宗教。ジャータカ物語から菩薩道まで－使命の発見
　　・仏陀に遇うとは、罪悪生死の凡夫である自己に目覚めること。　　　　　　　　　
　〇出典根拠
　　・法蔵の出家（財力・権力の頂点に立つ国王が、力を捨てて願に生きようとする）
　　・釈尊の四門出遊の故事・青年期の回想　　　　　　　　
・御文章（上は大聖世尊より下は悪逆の提婆に至るまで逃れがたき無常

・かねてたのみおきつる妻子も眷属も何一つ。わずか五十年六十年のたのしみ）
　〇他宗教、道徳との関係
　　エゴイズムの克服    「九十五種世をけがす」「見愛我慢の心を離れず」
　　　　・他の宗教は、個人エゴと集団エゴ、国家エゴ、同盟エゴを克服できていない。
　　倫理との関わり      「慙愧あるがゆえに、父母兄弟姉妹あることを説く」
　　　　・慙愧という宗教的情念が基礎となってはじめて道徳倫理は成立する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　〇見いだされた「法」    如実智見    事実に真向かいに立つ
　〇凡夫    とらわれあるもの    エゴにとらわれ、事実から目をそむけるが故に、事実
　　　　　　に迫られてみずから苦悩するもの
問いの②　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神も仏も守ってくださる点では同じではない　か　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一、この問いを掲げたねらい　
　　仏（如来）とは何かを明らかにしたい。この点を聞き開くことこそが聞法の肝要であ　  る。
二、さまざまな意見    話し合いのヒント
  アお釈迦さまといっても、要は私たちと同じ人間であろう。阿弥陀様とお釈迦様とは違     うのか。                                                                  

  イお仏壇の中にかけてある、あんな姿の方がどこかにおられるというのは信じがたい。   ウ死んだらみんな仏様なのではないか。ご先祖様を拝もうと、仏壇屋のコマーシャルで　　も言っている。
　エ死ねば誰でも仏なら、わざわざ教えを聞くまでもないのではないか。
三、話し合いを深めるために
  　釈尊の時代のインドでも、さまざまな神があがめ祭られていた。その中から出家して　  道を求められたのは何故かを考えてみましょう。
〔参考〕
　〇仏とは何か
　　・梵天・帝釈天の転宝輪勧請の故事の意味するもの　　　　　　　　　　　　　　　
　        神は人間ではないから、人間を救えない。人間ゆえの苦悩を越える道を見いだ
　　　　　し、人間に光をもたらすのは人間の仕事、目覚めた人間、仏陀の仕事。　　　
　　・崇拝の対象ではなく帰依所    教えがあり、共に歩むべき仲間があり、自らが仏と
　　　　　　　　　　　　　　　　　なることをめざすよろこびがある。
　　・父母・師・医王・不請の友・純孝の子に譬えられる
　        生まれた子ゆえに男女が父母となる。子のための親であって、親が子をうむわ
　　　　　けではない。子ゆえに親が生まれた。病人ゆえに医師が登場した。
　　・スーパーマンでも、オールマイティーでもない、造物主でも神でもない。
　        仏は力ではなく願いである。力に仕えるものは魔に帰依するもの。
　　・仏は衆生救済の誓願から現れる。    慈悲が生み出した智慧こそもう一つの力。
　　・ジャータカ物語を貫くもの    慈悲と真実の追求
〇『仏説無量寿経』に学ぶ
　        釈尊やその弟子たちのみならず一切の仏・菩薩・仏弟子を、生み出し動かす原
　　　　動力が阿弥陀如来の願力であることを明らかにし、仏とは何かを総合的、根底的　　　　に解きあかした経典である。
　　・光かがやく顔    身も心も悦びに満たされた姿。釈尊・世自在王仏    一切諸仏。
　                    心に燃える願いを持たない者の顔が光り輝くことはない。
　　・生死勤苦の本を抜き、真実の利を恵むために立ち上がった法蔵菩薩の本願とは
  　　　思いも及ばぬはるかな昔、一人の国王が、世自在王仏という如来の説法を聞いて　　　感動し、我もまた覚りを得て、迷い苦しむものの光となり、いのちとなりたいとい　　　う大いなる志を抱きました。そして、法蔵菩薩と名のって道を求め、あらゆる如来　　　たちの足跡を学んで、果てしなく広大な誓願を立てられました。
　　　「わたしが覚りを得たあかつきには、わたしの開く浄土には、地獄・餓鬼・畜生の　　　苦なく、また再び落ちる恐れなく、生まれ来る人は皆、不滅の輝きを放つ身となり　　　美醜の別ないように。（①無三悪趣の願・②不更悪趣の願・③悉皆金色の願・④無　　　有好醜の願）
　　　　過去世を見通し、思うまま見、思うままに聞き、誰の心の底も知り通し、思うま　　　まに行き、我欲を離れて、自在に衆生を導き救う身となるように。（⑤～⑩六神通　　　の願）
　　　　私の浄土に生まれたいと願うものは、そのたちどころに、成仏確定の菩薩として　　　生きる身となり、わたしの国に生まれては、必ず覚りを得てわたしと同じく仏とな　　　り、十方衆生の救済者となるように。（⑪入正定聚・必至滅度の願）
　　　　そのためにわたしは、光もいのちも限りない徳を具えよう。（⑫光明無量の願・　　　⑫寿命無量の願）
　　　　そして、その徳があらゆるものにとどいて、一人ひとりの光となりいのちとなる　　　ようにせねばならぬ。それ故、わたしの真実のすべてをわたしの名にこめて、あら　　　ゆるものの耳から流れこむようにしよう。一切の仏たちがわたしの名号を讃える伝　　　達者となるようにしよう。（⑰諸仏称名の願）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そして仏たちの口を通して呼びかけるわたしのまごころが、一人ひとりに至りと　　　どいて信心とはたらくようにしよう。この信を得た人々は、どこにどのように生き　　　るも、念仏もろとも仏となるべき身として生き、命尽きれば我が国に生まれ来て、　　　十方衆生の救済者となる。このようにできないならわたしは仏にはならないのであ　　　る。悪逆のもの・仏法をそしるもの、背くものたちよ。そのままで空しく流転して　　　はくれるな。耳を開いて聞け。疑いのこころをひるがえせ。わたしはあなたのため　　　に現れる光でありいのちである。わたしがあなたの光になろう。わたしがあなたの　　　いのちとなろう。（⑱至心信楽の願）」　
　                                              『仏説無量寿経』の意による
問いの③　　
　要は「おかげさま」ということであろうか　　ら神仏を区別しなくてもよいのではないか
一、この問いを掲げたねらい　
　　・神を祭るこころの内実を問うことを通して神と仏の違いをあきらかにしたい。力に　　　よってエゴイズムを果たそうということでよいのかを自らに問いなおしたい。
二、さまざまな意見    話し合いのヒント
　　ア神さまとは、我々みんなのご先祖様ということだと思っていた。
　　イ神仏一体と聞いてきたし、家には仏壇も神棚もある。　　
ウ寺も神社も同じようにお守りを売っているではないか。
　　エ生きる上では神様、死んだ後は仏様をたよるのが、常識ではないか。　　　　　　　　オ仏様だけを大事にして、神を拝まないわけにはいかないのが、現実社会。
　　カ神仏に幸せを祈ることは間違っているのか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・仏様には感謝・願い事を、お祈りするときは神様だと思う。　　　　　　　　　　　　・それでは二股膏薬ではないか。保険をかけるみたいだ。
　　・信心が大事だというが、心から祈ることが信心だと思う。
三、個人や集団のエゴイズムを容認・助長する宗教か、それに目を向けさせ、のり越えさ　　せる宗教か、という観点から考え直してみましょう。　　　　　　　　　　　　　　
〔参考〕
　〇神と仏の問題は、神や仏という対象の問題ではなく、祭りや祈りの宗教と聞信の宗教　　という信者の姿勢の問題としてとらえなおすことが重要。
　      神を崇め恐れる心から仏を信ずる道へ（力を求める心を転じて、願いに目覚める
　　　　道、合掌のこころ）
　　・日本における神仏二道の相剋の歴史、混淆の歴史
　        神仏一体は仏を神に祭り上げてしまい、教えを聞こうとしない発想。
　        インドでは仏陀はビシュヌ神の化身とされ、神仏一体となって仏教が滅んだ。
　　　　　拝むだけなら今も仏陀は神として拝まれ崇められている。
　〇日本の神とは何か
　　・神は上－上位の者、先行する者、目上のもの－「かわかみ」「おかみ」「かみよ」
　　　　　　　「うじのかみ」（権威・権力・威力・競争力のシンボル）    まつる・へ
　　　　　　　つらう・まつりごと
　　・古事記・日本書紀の神とは権力者のこと    越中の守
　　・まつりごと（祭）とまつりごと（政）の区別がついていなかった時代の宗教。
　　・恐れ崇める者の迷い。力への恐れと願望　権力者・やくざ
　〇仏教からみた神々
　　・仏教においては神も迷いの存在、梵天・帝釈天等、聞法歓喜、護法の誓い
　　・現世利益和讃の意    神は念仏者を崇め護る－冥衆護持    必定成仏の人ゆえに
　　・御文章（帖外）    「八幡大菩薩悲しみの袖をしぼる」    仏法信ぜぬを嘆いて
　　・顕浄土真実教行証文類化身土巻    「人いずくんぞ鬼神につかえんや」
　　・まもるということ　１外護　諸神諸菩薩    護持養育
　　　　　　　　　　　　２内護　一切諸仏      護念証誠
　　　　　　　　　　　　３照護　弥陀如来      心光常護
　　・何を護るのか    真実信心をまもる    鎮護国家・鎮守・お守りとの違い、
　　・まもられるとは、したがうべき真実の道が明らかになること。
　〇人間のエゴを守るのか、人間をエゴから護るのか。
　　・力を恐れ、力を頼る生きかたでよいのか    力は力だけでは空しいもの
　　・神仏一体のゆくえ－仏陀が神となって仏弟子がいなくなったインドの二の舞の恐れ　　・仏教からすれば神道は外道、外道の限界は、見愛我慢の心を離れず、愛見の坑にお　　　ちること（『化身土巻』参照）
　　・エゴイズムの克服こそ宗教の鼎の軽重が問われる要点
　　・祈りと信は反対向き。仏法と鉄砲
　　・政府が作った新興宗教    国家エゴ、民族エゴの宗教化としての国家神道    敬神
　　　　　　　　　　　　　　　崇組の宗教政策    軍国の宗教    日本的「無宗教」の
　　　　　　　　　　　　　　　内実となって今も健在。
問いの④　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亡くなった人の供養には、読経が一番のご
　馳走と聞くが、お経は生きている人のため
　めに説いてあるという人もある。どういう
　わけなのか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一、この問いを掲げたねらい　
　　　読経・勤行の意味を確認したい。読経は仏陀説法の再現であり、法に帰依し、法を　　供養することである。この私が不滅の呼び声を聞くということでもある。そのことが　　仏の徳を讃える報恩のいとなみともなるのである。
二、さまざまな意見    話し合いのヒント
　　ア死んだ人がよい所へ行けるようにと、読むのがお経だと思ってきた。
　　イお経には魔よけ、たたりよけの力があるというのが常識だと思う。
　　ウ先祖への感謝ということもあるが、先祖を粗末にしていると人から思われたくない　　　から、法事をつとめている。
　　エ聞いても意味のわからないお経を読んでもらっても、実のところ、有難いという実　　　感はない。
　　オうちの年寄りは「法事に遇わせてもらう」「ご縁に遇わせていただく」という言い　　　方をしていた。昔の人はどうしてあんなに有難がったのか。　　　　　　　　　　
三、話し合いを深めるために
　　　死んだ人と生きている自分、という見方ではなく、すでに死んだ人と、もうすぐ死　　のうとしている人と、すぐではないが遠からず必ず死ぬ自分がいる、という観点から　　考えてみましょう。生きていく力にならないものが、死んでから力になりうるのでし　　ょうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〔参考〕
　〇経とは何か
　　・釈尊の説法の記録、弟子阿難の伝承    どう受け止めるかが大事
　　・経は迷いと悩みの私への仏陀からの語りかけ    大悲を聞く
　　・教え、さとし、勇気づけ、励ます釈尊の説法    今日を生きるわたしに
　　・群萌を救い真実の利を恵む教え    人間として華開かせ、実を結ばせる
　　・如来から今ここにいるこの私へのメッセージ    ようこそこの私にと聞く
　　・仏からの仏になれよとの教え    子羊でも奴隷でもロボットでもなく世の光に
　〇経は、もともと聞くものであった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　・老病死の現実を前に立ちすくむ時    不滅の教えに遇う
　　・自己中心の殻の外から聞こえる呼び覚ましの声　　　　　
・天親菩薩、読経の声に呼び覚まされて大乗に帰したもうの故事
　〇経を読むことの意味　　
　　・善導大師は浄土往生のための五正行の第一に読誦正行を挙げ、正定業たる称名のた　　　めの助業と示す。
　　・経を読誦することは、仏陀説法の再現であり、法の供養である。そしてそのままが　　　仏徳讃嘆の報恩行である。　　　　
　　・仏法僧の三宝を供養することこそ何よりの死者への追善追福となるという伝統の思　　　想が、変質して供養の対象が死者に置き換えられ、三宝供養がそのための手段と見　　　られるようになった。
　　・仏教には死者を供養する思想はない。供養すべきは三宝のみ。ことに真宗は人間の　　　追善回向は虚仮不実として否定する。
　　・死と死者への恐れが生み出すさまざまな想念からの解放。
問いの⑤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仏壇のお守りや寺参りは年寄りの仕事では　　ないのか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一、この問いを掲げたねらい　
　　寺や仏壇は仏（本尊阿彌陀如来）・法（浄土三部経・正信偈・和讃・御文章など）僧（浄土の往生人・念仏同行たる僧侶・門信徒）の三宝現前の場であること、生きるものすべての帰依所（よりどころ）を象徴するものであることを確認したい。特に仏法を縁として結ばれた同朋同行の和合の集いに、自らが加わるという体験の重要性に目を向けたい。
二、さまざまな意見    話し合いのヒント
　アまだ若いから寺参りには早い。だいいち忙しい。
　イ寺の法座は年寄りばかりで仲間入りには抵抗がある。
　ウ寺は先供養のための施設ではないのか
　エ寺へ来ると何かしら穏やかな気持ちになる。
　オ昔は、毎朝、家族全員が仏壇の前でお参りして、お仏飯を分け合って頂き、一日が始　　まったものだが、今はそうはいかない。
　・かつては、年に何度も町内にお講が勤まって、他所からもお参りがあって賑やかだっ　　た。念仏の声が、ドーッとあがったものだ。
　・誰かの年忌でもない時に仏壇を迎えると死人が出ると聞いている。
　・最後はお世話になります、ご院家さん。今はまだ忙しいのでそこはよろしく。
三、話し合いを深めるために
　　同じく悩みやを抱える人間として、心通う友を見出させ、和合の集いをもたらすもの　が真の宗教です。エゴイズムを越えた連帯のもつ意義を考えてみましょう
〔参考〕
　〇寺とは何か
　　・この世の浄土・浄土の出張所・和合僧の集うところ
　　・寺の原型は精舎（竹林精舎・祇園精舎など）　　　　　　　　　　　　　　　　　
　        仏陀と尊者たちが集うところ、諸々の上善人（仏・菩薩）に会える場所。そし
　　　　　て人がそこに行って、仏に遇い、教えを聞き、同朋を見いだし、生まれ変わる　　　　　ところ、覚りを象徴する世界　　。
　　・真宗寺院の内陣や仏壇は阿弥陀浄土を象ったもの。　　　　　　　　　　　　　　
　        阿弥陀如来の浄土も『阿弥陀経』によれば祇園精舎になぞらえながら説かれる
　　　　　阿弥陀如来の徳によって開かれた精舎である。それを象徴するものとして真宗　　　　　寺院の本堂はある。精舎の伝統を受け継いで、真宗の寺はこの世の浄土を表現　　　　　している。
　　・真宗寺院・仏壇の直接のモデルは本山本願寺両堂（阿弥陀堂・御影堂）
　　　　　　　　　　　聖徳太子像　　　　　　　　　　　　　帰命尽十方無碍光如来　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（十字名号）　　　　　　　　　　　　　　　　竜樹・曇鸞・善導像　　　　　　　　　歴代宗主影像　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（阿弥陀堂）　　阿弥陀如来像　　　　　　（御影堂）　親鸞聖人影像　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天親・道綽・源信像　　　　　　　　　歴代宗主影像　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法然上人像　　　　　　　　　　　　　南无不可思議光如来　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（九字名号）　　　　　
　        これを寺院では五尊に略し、仏壇では三尊に略している。
　〇仏壇とは何か
　　・迷いと悩みの人生を生きるもののよりどころを表現している空間。　
　　・仏壇は仏法僧現前の場、帰依所の表現。浄土の光を仰ぐ窓。　　　　　　　　　　
　        阿弥陀如来と親鸞聖人・蓮如上人の教え（正信念仏偈・和讃、御文章）そして
　　　　　同朋同行としての家族。
　〇寺は何のためにあるのか
　      同朋相集い、励まし合い学び合い、報恩の営みを結集するため
　      寺の主は阿弥陀如来、住職寺族は従業員、門徒は出張所（仏壇）の従業員。
　　　　院長は阿弥陀如来、祖師・蓮師・七高僧とは医師団、住職寺族は入院患者、門徒　　　　は通院患者
　　・寺は如来のもの、如来の願力が人の世にすがたを表したもの
　　・宗門と寺    寺は誰のものか    阿弥陀如来のもの、十方衆生のもの。住職のもの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　でも門徒のものでもない。
　　・宗門はサンガ、寺は聞法の道場・伝道の拠点、菩提寺ではない。
　〇法座に参ることは　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・念仏同行の仲間に加わること、親鸞聖人の同朋になること、僧伽の一員になること　　・寺参りは年寄りの仕事とした富国強兵殖産興業政策と国家神道によって私事化。
　　・産業構造の変化によって、家業中心、仏壇中心の生活習慣が崩壊。朝参り、寺参詣　　　は激減。
　〇仏壇のお守りは　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・窓を開けて光を家のなかに入れること。
問いの⑥
　　地獄も極楽もこの世にあると聞く。要は、　　　心の持ち方次第ということではないか。
一、この問いを掲げたねらい　
　　浄土といい極楽といい、死語になりつつある。代わって天国が、若い世代では市民権　を得てきている。念仏を称える人がいなくなってきたせいであろう。
　　浄土真宗は、人間のおもわくを越えた阿彌陀如来の真実の世界・浄土からとどいてき　た呼び覚ましの声である。浄土なくして念仏も信心もありえない。
　浄土は如来の願いの　顕現したものである。「浄土を願え」ということばに込められた　如来の願いにふれて、浄土の実在を感得したいものである。
二、さまざまな意見    話し合いのヒント
　ア行って見てきたものは誰もいないではないか。あると言われても信じられない。
　イ悪いことをさせないように地獄を説き、死の恐怖を慰めるために極楽を説いたのでは　　ないか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ死んだら誰でも極楽へ行くのだと思っていた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ死んだらそれでしまいで、何も残らないと思うと、あまりにも空しい気がする。
　オ死んでもたましいが残ると聞く。たましいが何処へ行くかという問題ではないか。
　カ死んでからのことより、今、生きている間のことこそ大事ではないか。
　　　　　　　　　　三、話し合いを深めるために
　　　親は子らのために家庭を整え、学問を勧めようとする人は学校を創立し、医師は病　　院を開きます。阿彌陀如来は何のために浄土を建立されたのでしょう。
　　　浄土へ往く道は、浄土から来る道でもあるはずです。浄土から来たものとは何でし　　ょうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔参考〕
　○極楽浄土とは
　　・『無量寿経』には「安楽」、『観無量寿経』『阿弥陀経』には「極楽」とある。
「浄土」の語を多用されたのは親鸞聖人。
　　・浄土は阿弥陀如来が衆生を迎えとって仏に生まれ変わらせるために開設しようと願　　　われた世界。
　　・『唯信鈔文意』「極楽無為涅槃界」の釈において、親鸞聖人は、惑いをひるがえし　　　て覚りを開く世界であると示し、阿弥陀如来も浄土も真如法性から顕現したもので　　　あることを明らかにされている
  　・寺のモデルは浄土、浄土は精舎のありさまになぞらえて説かれる。
　　・釈尊の徳が生み出したこの世の浄土は精舎
　　・天国もまた無常をまぬがれず、煩悩を離れられない迷いと苦悩の世界とみる仏教。
  ○浄土を願うこと
　　・浄土を願う    衆生救済の願い。急ぎ仏になって有縁無縁の衆生を救う道
　　・浄土を願うは他力回向の菩提心。願作仏心はそのまま度衆生心
　　・挑めどもままならぬ現実を背負って。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・浄土から来ている道が浄土への道。
　　・浄土の光がこの世の五濁を照らしだす。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
  ○地獄とは
　　・無三悪趣の願、不更悪趣の願は、この世の現実を法蔵菩薩は地獄餓鬼畜生のありさ　　　まと見て立てられた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・『観無量寿経』には、韋提希夫人が「この濁悪の処は地獄餓鬼畜生みちみちて不善　　　のともがら多し」と訴える。
　　・地獄のモデルはアショーカ王時代の刑罰のありさまといわれるが、原爆の生み出し　　　た地獄絵図には及ばないという。人間の煩悩が生み出す世界。
　　・地獄は万人の足元、地下にあると説き、極楽浄土は十万億の仏土の彼方と説く。つ　　　まり人間の思い計らいを遠く越えた彼方にあると説く。地獄は意識しようとすまい　　　と身近にある。極楽は、仏説で聞くより他に思いつきようもない世界。
　        一仏土とは三千大千世界（千×千×千の世界）すなわち十億の世界ゆえ、十万
　　　　　億仏土とは、十億×十億の世界を指す。
　○魂が浄土へ往くのか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・魂があってもなくても、生老病死の現実は変わらない。
　　・老病死、別離に憂い悲しみ苦しみ悩み悶えるのが人間。
　　・魂の有る無しを論ずることは無意味。どう苦悩をこえるかが問題。
　　・魂の観念は無常、苦、無我の現実へのおののきと拒否反応から生まれた観念か。
　　・流転輪廻とは迷いの深さ、底無し果てなしの象徴表現。　　　　　　　　　　　　
